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１ 調査概要 

 ⑴ 目的 

   子育て中の母親の健康に対する意識や家庭での育児の状況，母子保健サービス
についての意見等を把握し，今後の本市の母子保健施策等の充実に向けた基礎資
料とすること。 

 

 ⑵ 調査設計 

   調査対象者：平成 30年９月３日～９月 28日の間に子どもはぐくみ室における

乳幼児健康診査（４か月児，８か月児，１歳６か月児，３歳児）

に来所した保護者 

   調 査 期 間：平成 30年９月３日～10月 12日 

   調 査 方 法：乳幼児健康診査会場でアンケート票配布・郵送回収 

 

 ⑶ 実施状況  

 調査対象者（配布数） 有効回収数 有効回収率 

母子保健に関する意識調査 3,162件 1,327件 42.0％ 
（
参
考
） 

平成 25年調査 4,332件 1,725件 39.8％ 

平成 20年調査 3,906件 1,726件 44.2％ 

 

 ⑷ 報告書の見方 

  ・ 回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して，それぞれの回答数の割合

を小数点以下第２位で四捨五入したものです。そのため，単数回答（複数の選

択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない場

合があります。このことは，本報告書内の分析文，グラフ，表においても反映

しています。 

  ・ 複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合，

回答は選択肢ごとの有効回答数に対して，それぞれの割合を示しています。そ

のため，合計が 100.0％を超える場合があります。 

  ・ 図表中において「不明・無回答」とあるものは，回答が示されていない，又

は回答の判別が困難なものです。 

  ・ 図表中の「Ｎ（number of case）」は，集計対象者総数（あるいは回答者限

定設問の限定条件に該当する人）を表しています。 

  ・ 本文中の設問の選択肢について，長い文は簡略化している場合があります。 

  ・ 設問によっては，結果を詳細に分析するため，クロス集計表を掲載していま

す。 
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0.6 

3.5 

14.0 

34.3 

30.8 

12.0 

1.5 

3.2 

0.3 

3.7 

18.0 

37.2 

30.7 

9.3 

0.7 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．19歳以下

２．20～24歳

３．25～29歳

４．30～34歳

５．35～39歳

６．40～44歳

７．45歳以上

不明・無回答

平成30年（N=1,327） 平成25年（N=1,725）

２ 主な調査結果 

 ⑴ 回答者について 

  ア 年齢（問１） 
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25.6 

24.1 

21.7 

29.1 

23.3 

13.7 

41.7 

52.6 

64.2 

3.5 

0.1 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

平成20年（N=1,726）

１．働いている ２．育児休業中である

３．働いていない 不明・無回答

57.4 

33.6 

2.1 

2.6 

1.9 

1.1 

0.8 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80%

１．正社員・正職員

２．契約・パート・アルバイト

３．派遣社員

４．自営業主

５．家族従業者

６．内職・在宅就業

７．その他

不明・無回答

（N=726）

  イ 就労状況及び就労形態 

    就労状況（問 4(1)）では，「働いていない」が４割程度と最も高く，次いで
「育児休業中である」が約３割となっています。 

    「働いている」と回答した方（問 4(2)）では，「正社員・正職員」が最も高
く，次いで「契約・パート・アルバイト」の順で多く挙げられています。 

 

【就労状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就労形態】 
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  ウ 世帯の可処分所得について（問５） 

    「401 万～500 万円」が最も高く，次いで「301 万～400 万円」，「501 万～
600万円」の順で多く挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.0 

5.7 

11.0 

18.1 

19.1 

14.0 

11.8 

4.6 

3.2 

6.5 

0% 10% 20% 30%

１．０～100万円

２．101万～200万円

３．201万～300万円

４．301万～400万円

５．401万～500万円

６．501万～600万円

７．601万～800万円

８．801万～1,000万円

９．1,001万円以上

不明・無回答

（N=1,327）
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35.4 

29.9 

61.0 

70.0 

3.5 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

１．ある ２．ない 不明・無回答

35.4 

50.0 

4.3 

15.6 

33.8 

44.0 

55.3 

65.0 

61.0 

50.0 

93.6 

83.9 

66.2 

55.5 

44.0 

35.0 

3.5 

0.0 

2.1 

0.5 

0.0 

0.5 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,327）

19歳以下（N=8）

20～24歳（N=47）

25～29歳（N=186）

30～34歳（N=455）

35～39歳（N=409）

40～44歳（N=159）

45歳以上（N=20）

１．ある ２．ない 不明・無回答

 ⑵ 不妊について 

  ア 不妊について悩んだことの有無（問 8(1)） 

    全体では「ない」が約６割だが，年齢が上がるほど「ある」の割合が大きく

なり，４０歳以上では「ある」が半数を超えます。 

    また，平成２５年調査と比較すると「ある」の割合が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年齢別  

 

 

 

 

 

 

※不明・無回答除く 
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84.5 

25.1 

12.3 

44.0 

56.2 

0.0 

0.6 

0.0 

0.2 

7.2 

0.4 

4.3 

0.4 

87.8 

34.3 

14.0 

48.8 

48.1 

1.2 

0.0 

0.6 

4.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．夫（パートナー）

２．父母

３．兄弟・姉妹

４．友人・知人

５．病院・医院・助産院（助産師）

６．区役所・支所子どもはぐくみ室

７．同じ悩みを持つ自助グループ

８．にんしんホッとナビ

９．すずらん相談・交流会

10．インターネット（質問サイト，ＳＮＳなど）

11．その他

12．誰にも相談しなかった

不明・無回答

平成30年（N=470） 平成25年（N=516）

  イ 不妊についての相談先（問 8(2)） 

    「夫（パートナー）」が約８割と最も高く，次いで「病院・医院・助産院」

の割合が高くなっています。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「６．区役所・支所子どもはぐくみ室」「10．インターネット（質問サイト，ＳＮＳなど）」「11．その他」

は平成 30年のみの選択肢 
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44.6 

20.5 

24.3 

35.1 

18.8 

20.4 

15.7 

29.5 

29.5 

5.4 

11.1 

7.2 

13.9 

11.8 

2.8 

1.6 

0.5 

3.5 

0% 20% 40% 60%

１．出産までの流れ

２．妊娠中や産後の食生活や健康管理のこと

３．母乳育児に関すること

４．新生児のお世話の仕方

５．子どもの発達や成長の仕方

６．出産までに準備すべき育児用品

７．上の子どもとの関わり方

８．夫（パートナー）が育児の仕方や役割を

学んでおくこと

９．出産や子育てに関する区役所やお金の手続き

10．育児の不安や悩みに対する相談機関

11．京都市の子育て支援サービス

12．乳幼児健診や予防接種に関すること

13．子どもの病院のこと（休日・夜間含む）

14．保育園など子どもの預け先

15．子どもの事故防止対策

16．その他

17．特になし

不明・無回答

（N=1,327）

８．夫（パートナー）が育児の仕方や役割を

学んでおくこと

 ⑶ 妊娠・出産・育児における支援について  

  ア 妊娠や出産・子育てに関して，妊娠中に知っておくと役に立つと思うこと（問 11） 

    「出産までの流れ」が４割台半ばで最も高く，次いで「新生児のお世話の仕

方」，「夫（パートナー）が育児の仕方や役割を学んでおくこと」，「出産や

子育てに関する区役所やお金の手続き」が多く挙がっています。 
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33.2 45.6 14.5 3.3 3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=1,327）

１．満足 ２．やや満足 ３．やや不満 ４．不満 不明・無回答

23.2 

18.1 

26.2 

7.2 

32.1 

24.5 

19.8 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．里帰りができなかった（親が高齢，実家が

遠方，兄弟・姉妹の就学等のためなど）

２．頼れる人がいなかった

３．家族が協力的ではなかった

４．身近な地域に子育て支援施設（児童館，

つどいの広場など）がなかった

５．京都市の子育て支援サービスに不満があった

６．京都市の子育て支援サービスの内容や

利用方法がわからなかった

７．その他

不明・無回答

（N=237）

１．里帰りができなかった（親が高齢，実家が

遠方，兄弟・姉妹の就学等のためなど）

４．身近な地域に子育て支援施設（児童館，

つどいの広場など）がなかった

６．京都市の子育て支援サービスの内容や

利用方法がわからなかった

  イ これまでの育児期間における家族や公的なサポートに対する満足度（問 12） 

    「満足」と「やや満足」の割合が約８割を占めています。「やや不満」と「不

満」の理由については，「京都市の子育て支援サービスに不満があった」，「家

族が協力的ではなかった」，「京都市の子育て支援サービスの内容や利用方法

がわからなかった」が，それぞれ３割前後を占めています。 

 

【これまでの育児期間における家族や公的なサポートについて，満足しているか】 

 

 

 

 

 

 

 

【「やや不満」「不満」の理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

56.9 

64.5 

8.8 

6.8 

13.9 

11.4 

4.8 

4.5 

12.1 

12.1 

3.5 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

１．心身ともに快調

２．からだの調子はよいが，精神的に不調

３．精神的にはよいが，からだが不調

４．心身ともに不調

５．なんともいえない

不明・無回答

56.9 

35.4 

50.7 

65.8 

79.7 

37.5 

56.3 

68.2 

80.0 

8.8 

20.6 

10.1 

5.3 

4.8 

17.6 

8.0 

5.9 

4.4 

13.9 

17.7 

15.9 

14.4 

9.2 

16.9 

15.3 

13.1 

11.2 

4.8 

12.6 

5.7 

2.7 

1.6 

11.0 

3.2 

3.9 

2.0 

12.1 

13.7 

17.0 

11.5 

4.8 

16.6 

16.6 

8.9 

2.4 

3.5 

0.0 

0.6 

0.3 

0.0 

0.3 

0.6 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,327）

よくあった（N=175）

時々あった（N=477）

ほとんどなかった（N=374）

なかった（N=251）

よくあった（N=301）

時々あった（N=464）

ほとんどなかった（N=305）

なかった（N=205）

１．心身ともに快調 ２．からだの調子はよいが，精神的に不調

３．精神的にはよいが，からだが不調 ４．心身ともに不調

５．なんともいえない 不明・無回答

①
妊
娠
中

②
出
産
後
約
１
か
月
間

 ⑷ 妊娠・出産・育児に関する悩みや不安に対する支援について 

  ア 現在の気持ちやからだの調子（問 7） 

    「心身ともに快調」が５割半ばで最も高く，次いで「精神的にはよいが，か

らだが不調」，「なんともいえない」の順となっています。 

    妊娠中，出産後約１か月間ともに，落ち込みやイライラがあるほど，精神的

不調のみでなく，身体的不調を感じる割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 妊娠中・出産後約１か月間の落ち込みやイライラ感の頻度別  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※不明・無回答除く 
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22.2 

23.8 

19.7 

48.9 

62.1 

58.1 

14.8 

14.0 

22.2 

14.0 

0.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

平成20年（N=1,726）

１．よくあった ２．時々あった ３．なかった 不明・無回答

22.2 

14.8 

37.6 

31.4 

50.0 

30.0 

48.9 

54.4 

49.6 

44.9 

32.8 

45.6 

14.8 

19.9 

4.3 

10.8 

7.8 

10.6 

14.0 

10.9 

8.5 

13.0 

9.4 

13.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=1,327）

心身ともに快調（N=755）

からだの調子はよいが，精神的に不調

（N=117）

精神的にはよいが，からだが不調

（N=185）

心身ともに不調（N=64）

なんともいえない（N=160）

１．よくあった ２．時々あった ３．なかった 不明・無回答

からだの調子はよいが，精神的に不調

（N=117）

精神的にはよいが，からだが不調

（N=185）

  イ 妊娠中の不安や悩みの有無（問 9(1)） 

    「よくあった」と「時々あった」の合計が約７割となっています。 

    現在の気持ちやからだの調子が「心身ともに不調」の場合は，妊娠中の不安

や悩みの有無が「よくあった」が半数にのぼります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の心身の調子別  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※不明・無回答除く 
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13.2 

22.7 

35.9 

35.0 

28.2 

23.0 

18.9 

15.4 

3.8 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①妊娠中

②出産後約１か月間

（N=1,327）

１．よくあった ２．時々あった ３．ほとんどなかった

４．なかった 不明・無回答

  ウ 妊娠中の不安や悩みの相談先（問 9(2)） 

    「夫（パートナー）」が約８割で最も多く，次いで「父母」及び「友人・知

人」が半数を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  エ 妊娠中や出産後約１か月間の精神的な落ち込みやイライラ感（問 10） 

    妊娠中，出産後約１か月間ともに，「よくあった」と「時々あった」の合計

が約半数にのぼり，妊娠中と比較すると，出産後約１か月間の方が，割合が大

きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 30年は，前段の設問で，ある回答をした方のみを対象とした限定設問のため，サンプル数が異なる 

83.0 

71.1 

45.7 

15.0 

25.7 

1.1 

9.2 

0.2 

0.0 

0.5 

3.1 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．配偶者

２．親・兄弟・姉妹など

３．友人・知人・近所の人

４．子育て中の仲間

５．病院・医院・助産院

６．保健センター

７．インターネット

８．電話相談

９．デパート・スーパー・

薬局等の相談会

10．その他

11．特になし

不明・無回答

平成25年（N=1,725）

９．デパート・スーパー・

薬局等の相談会

81.9 

65.1 

24.6 

54.2 

38.2 

0.5 

3.8 

3.9 

12.5 

0.8 

0.7 

3.0 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．夫（パートナー）

２．父母

３．兄弟・姉妹

４．友人・知人

５．病院・医院・助産院（助産師）

６．薬局・薬剤師

７．区役所・支所子どもはぐくみ室

８．子育て支援施設（保育園・幼稚

園・…
９．インターネット

（質問サイト，ＳＮＳなど）

10．電話相談（子育て電話相談など）

11．その他

12．誰にも相談しなかった

不明・無回答

平成30年（N=944）

８．子育て支援施設（保育園・幼稚園・

児童館・つどいの広場など）

９．インターネット
（質問サイト，ＳＮＳなど）
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42.7 

42.6 

22.8 

15.4 

12.7 

13.6 

4.7 

45.0 

43.1 

19.8 

12.3 

13.2 

17.7 

0.9 

0% 20% 40% 60%

１．１か月未満

２．１か月～５か月未満

３．５か月～１歳未満

４．１歳～２歳未満

５．２歳～３歳３か月

６．特になかった

不明・無回答

平成30年（N=1,327） 平成25年（N=1,725）

  オ 育児期間中，特に悩みや不安が大きかった時期（問 13(1)） 

    「１か月未満」と「１か月～５か月未満」が，それぞれ約４割程度を占めて

おり，５か月以降３歳３か月までは，子どもの年齢が上がるほど，徐々に割合

が低くなっています。 
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38.1 

12.0 

2.5 

0.0 

29.6 

0.7 

0.5 

22.0 

61.0 

0.2 

41.4 

15.3 

9.2 

4.1 

1.1 

1.9 

5.8 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80%

１．子どもの発育

２．子どもの病気

３．子どもの運動面の発達

４．子どもの言葉や社会性の発達

５．子どもが泣き止まない

６．子どもの生活習慣のしつけ

７．子どもの行動

８．寝つきが悪い，寝かしつけのこと

９．授乳のこと

10．離乳食や子どもの食事のこと

11．産後の自分の気持ちや

からだの調子のこと

12．自分の時間が持てない

13．育児の協力者のこと

14．経済的なこと

15．仕事のこと

16．保育園・幼稚園のこと

17．その他

不明・無回答

11．産後の自分の気持ちやからだの

調子のこと

【１か月未満】
（N=567）

28.1 

19.3 

16.3 

0.4 

25.0 

0.9 

1.8 

31.3 

31.2 

7.6 

22.5 

21.1 

12.6 

8.3 

4.2 

7.6 

5.0 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

16.8 

16.2 

20.5 

1.3 

13.2 

5.0 

5.0 

25.1 

9.9 

45.2 

11.2 

23.8 

8.9 

8.9 

9.2 

15.5 

5.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

4.9 

9.8 

11.7 

21.0 

7.3 

22.0 

29.8 

16.1 

5.4 

16.6 

3.9 

24.9 

12.7 

11.2 

15.1 

15.6 

4.9 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80%

3.6 

4.1 

4.1 

28.4 

3.6 

42.6 

44.4 

13.6 

1.2 

10.1 

4.1 

27.2 

10.7 

14.8 

14.2 

17.8 

1.8 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80%

【２歳～３歳３か月】
（N=169）

【１か月～５か月未満】
（N=565）

【１歳～２歳未満】
（N=205）

【５か月～１歳未満】
（N=303）

  カ それぞれの時期の悩みや不安（問 13(2)） 

    子どもの月齢・年齢が「１か月未満」では「授乳のこと」，「１か月～５か

月未満」では「寝つきが悪い，寝かしつけのこと」，「５か月～１歳未満」で

は「離乳食や子どもの食事のこと」，「１歳～２歳未満」と「２歳～３歳３か

月」では「子どもの行動」が，それぞれ最も多く挙がっています。 
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63.2 

69.5 

36.3 

29.4 

21.1 

9.3 

13.4 

0.4 

2.5 

2.2 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80%

１．配偶者

２．親・兄弟・姉妹など

３．友人・知人・近所の人

４．子育て中の仲間

５．病院・医院・助産院

６．保健センター

７．インターネット

８．デパート・スーパー・

薬局等の相談会

９．その他

10．特になし

不明・無回答

平成25年（N=1,404）

８．デパート・スーパー・

薬局等の相談会

60.5 

65.2 

22.5 

57.9 

27.2 

0.3 

10.0 

17.6 

14.0 

1.3 

1.8 

1.9 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%

１．夫（パートナー）

２．父母

３．兄弟・姉妹

４．友人・知人

５．病院・医院・助産院（助産師）

６．薬局・薬剤師

７．区役所・支所子どもはぐくみ室

８．子育て支援施設（保育園・幼稚

園・…

９．インターネット

（質問サイト，ＳＮＳなど）

10．電話相談（子育て電話相談など）

11．その他

12．誰にも相談しなかった

不明・無回答

平成30年（N=1,085）

８．子育て支援施設（保育園・幼稚園・

児童館・つどいの広場など）

９．インターネット

（質問サイト，ＳＮＳなど）

55.2 

59.1 

50.8 

37.5 

35.2 

41.0 

4.1 

5.3 

7.8 

3.1 

0.4 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

平成20年（N=1,726）

１．よくある ２．時々ある ３．ほとんどない 不明・無回答

  キ 育児の悩みや不安について，役に立った相談先（問 13(3)） 

    「父母」が６割台半ばと最も高く，次いで「夫（パートナー）」，「友人・

知人」の順で多く挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ク ゆったりとした気分で子どもと過ごせる時間（問 14） 

    「よくある」と「時々ある」の合計が９割を超えています。 
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2.2 

2.0 

2.1 

26.8 

26.7 

24.4 

68.0 

70.6 

73.0 

3.0 

0.7 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

平成20年（N=1,726）

１．よくある ２．時々ある ３．ほとんどない 不明・無回答

  ケ 子育てのしにくさ（問 15） 

    子どもを育てにくいと感じることがあるかについては，『ある（「よくある」，

「時々ある」の合計）』が約３割となっています。 
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88.0 

79.0 

69.3 

36.2 

53.1 

19.2 

64.7 

47.7 

1.8 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．子どもと遊ぶ

２．子どものお風呂

３．おむつ交換

４．寝かしつけ

５．外出時の見守り・対応

６．保育園等への送迎

７．母親が外出時の子どもの世話

８．家事（洗濯・料理・掃除等）

９．その他

不明・無回答

（N=1,140）

 ⑸ 夫（パートナー）の育児状況について 

  ア 夫（パートナー）は育児をしているか（問 16） 

    「よくしている」と「時々している」の合計が約９割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 普段，夫（パートナー）が行っている育児（問 17） 

    「子どもと遊ぶ」が９割弱と最も多く挙がっており，次いで「子どものお風

呂」，「おむつ交換」の順で多く挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「４．していない」は平成 30年のみの選択肢 

48.0 

56.1 

50.0 

42.8 

37.9 

42.6 

7.8 

6.0 

7.4 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,255）

平成25年（N=1,657）

平成20年（N=1,670）

１．よくしている ２．時々している

３．ほとんどしていない ４．していない
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55.2 

47.3 

37.3 

42.0 

34.9 

22.8 

51.9 

42.9 

3.7 

11.1 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80%

１．子どもと遊ぶ

２．子どものお風呂

３．おむつ交換

４．寝かしつけ

５．外出時の見守り・対応

６．保育園等への送迎

７．母親が外出時の子どもの世話

８．家事（洗濯・料理・掃除等）

９．その他

10．特になし

不明・無回答

（N=1,255）

61.0 

64.7 

56.0 

31.6 

28.1 

34.4 

6.9 

7.2 

9.6 

0.5 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,255）

平成25年（N=1,659）

平成20年（N=1,670）

１．なっている ２．時々なっている

３．ほとんどなっていない 不明・無回答

  ウ 夫（パートナー）に行ってほしい育児（問 18） 

    「子どもと遊ぶ」が５割台半ばと最も多く挙がっており，次いで「母親が外

出時の子どもの世話」，「子どものお風呂」の順で多く挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  エ 夫（パートナー）は精神的な支えになっているか（問 19） 

    「なっている」，「時々なっている」の合計が９割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 30年は，問 16「１」～「４」の回答者のみ 
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40.9 56.1 2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=1,327）

１．ある ２．ない 不明・無回答

 ⑹ 子どもの事故予防について 

  ア 子どもが家庭内で事故にあったことがあるか（問 21(1)） 

    「ある」が約４割，「ない」が６割弱となっています。 
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1.4 

11.0 

51.1 

31.9 

13.7 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

１か月未満

１か月～５か月未満

５か月～１歳未満

１歳～２歳未満

２歳～３歳３か月

不明・無回答

１．転落（N=364）

0.0 

3.6 

29.8 

41.7 

23.8 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80%

２．衝突（N=84）

1.5 

4.5 

40.9 

30.3 

9.1 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80%

４．誤飲（N=66）

0.0 

3.1 

25.0 

39.1 

35.9 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

３．やけど（N=64）

0.0 

0.0 

4.8 

61.9 

38.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

１か月未満

１か月～５か月未満

５か月～１歳未満

１歳～２歳未満

２歳～３歳３か月

不明・無回答

５．溺（おぼ）れる

（N=21）

0.0 

1.0 

21.6 

54.9 

25.5 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80%

６．挟（はさ）む

（N=102）

0.0 

13.6 

18.2 

22.7 

36.4 

13.6 

0% 20% 40% 60% 80%

８．その他（N=22）

0.0 

0.0 

21.4 

46.4 

28.6 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80%

７．切る・刺す

（N=28）

  イ 家庭内であったことのある事故の内容と事故にあった年齢（問 21(2)） 

    「転落」が７割弱と最も多く挙がっており，次いで「挟（はさ）む」，「衝

突」の順で多く挙げられています。 

    また，事故にあった年齢については，「転落」，「誤飲」では，「５か月～

１歳未満」が最も高く，「衝突」，「やけど」，「溺（おぼ）れる」，「挟（は

さ）む」，「切る・刺す」では，「１歳～２歳未満」が最も多くなっています。 

 

【事故の内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事故にあった年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

67.0 

15.5 

11.8 

12.2 

3.9 

18.8 

5.2 

4.1 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80%

１．転落

２．衝突

３．やけど

４．誤飲

５．溺（おぼ）れる

６．挟（はさ）む

７．切る・刺す

８．その他

不明・無回答

（N=543）
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10.3 

13.0 

54.0 

51.0 

35.3 

34.9 

0.3 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

１．毎日飲む ２．時々飲む ３．飲んでいない 不明・無回答

0.1 

0.1 

1.4 

3.8 

98.0 

95.0 

0.5 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

１．毎日飲む ２．時々飲む ３．飲んでいない 不明・無回答

3.3 

3.7 

20.7 

22.9 

75.7 

72.3 

0.3 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

１．毎日飲む ２．時々飲む ３．飲んでいない 不明・無回答

 ⑺ 飲酒や喫煙について 

  ア 飲酒状況（問 24） 

    妊娠中では「飲んでいない」が最も高い。 

    出産後（現在）では，「毎日飲む」と「時々飲む」の合計が２割台半ばとな

っています。 

 

①妊娠前 

 

 

 

 

 

 

 

 

②妊娠中 

 

 

 

 

 

 

 

 

③出産後（現在） 

 

 

 

 

 



21 

1.4 

2.0 

3.0 

0.5 

1.7 

2.3 

97.6 

94.8 

89.5 

0.6 

1.5 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

平成20年（N=1,726）

１．毎日吸う ２．時々吸う ３．吸っていない 不明・無回答

2.7 

3.8 

6.2 

0.5 

0.9 

2.0 

96.2 

93.9 

86.8 

0.6 

1.4 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

平成20年（N=1,726）

１．毎日吸う ２．時々吸う ３．吸っていない 不明・無回答

7.3 

12.0 

15.5 

1.9 

2.8 

2.8 

90.2 

83.9 

76.9 

0.6 

1.3 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

平成20年（N=1,726）

１．毎日吸う ２．時々吸う ３．吸っていない 不明・無回答

  イ 喫煙状況 

    回答者の喫煙状況（問 25）では，妊娠前では「毎日吸う」と「時々吸う」の

合計が約１割と，平成２５年調査と比較すると減少しています。妊娠中及び出

産後では，妊娠前と比較すると「毎日吸う」と「時々吸う」の割合がさらに低

くなる傾向にあり，平成２５年調査と比較しても減少しています。 

    また，夫（パートナー）の喫煙状況（問 26）についても，「吸う」が３割弱

と，平成２５年調査と比較すると減少しています。 

 

①妊娠前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②妊娠中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③出産後（現在） 
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24.0 

28.1 

31.2 

3.8 

3.6 

3.5 

68.7 

62.6 

55.9 

3.5 

5.7 

9.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

平成20年（N=1,726）

１．毎日吸う ２．時々吸う ３．吸っていない 不明・無回答

55.0 

82.4 

70.4 

85.8 

48.6 

45.1 

28.1 

23.3 

0.8 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．公共的な場所では吸わない

２．喫煙場所以外では吸わない

３．混雑している場所では吸わない

４．子どもや妊産婦，病気の人がそばにいる

場所では吸わない

５．周りに食事中の人がいる場所では吸わない

６．自宅の室内では吸わない

７．喫煙できる場所であっても，周囲の人の

了解を得てから吸う

８．吸った直後は，室内等公共のスペースに

入らない

９．気を付けてほしいことはない

不明・無回答

（N=1,327）

４．子どもや妊産婦，病気の人がそばにいる

場所では吸わない

７．喫煙できる場所であっても，周囲の人の

了解を得てから吸う

８．吸った直後は，室内等公共のスペースに

入らない

【夫（パートナー）の喫煙状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ウ 周囲の人が喫煙する時に気を付けてほしいこと（問 29） 

    「子どもや妊産婦，病気の人がそばにいる場所では吸わない」が８割を超え

て最も高くなっています。 
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76.0 

43.1 

51.0 

34.0 

76.4 

27.6 

50.3 

61.9 

33.3 

45.1 

50.4 

1.1 

1.4 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．１日３食必ず食べる

２．食事時間を規則正しくする

３．できるだけ家族そろって食べる

４．食前に手洗いをする

５．「いただきます」や「ごちそうさま」の

あいさつをする

６．食事中はテレビを消す

７．食事のマナーを身に付ける

８．栄養のバランスを考える

９．よく噛んで食べる

10．子どもが自分で食べようとする意欲を

大切にする

11．子どもに食べ物を大切にすることを教える

12．その他

13．特になし

不明・無回答

（N=1,327）

５．「いただきます」や「ごちそうさま」の

あいさつをする

10．子どもが自分で食べようとする意欲を

大切にする

 ⑻ 食生活やお口の健康について 

  ア 自身や家族の食生活で実践していることについて（問 30） 

    「「いただきます」や「ごちそうさま」のあいさつをする」，「１日３食必

ず食べる」が７割台半ばとなっており，また，「栄養のバランスを考える」も

約６割となっています。 
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56.7 

49.8 

63.0 

28.9 

31.3 

6.0 

24.9 

24.1 

6.3 

0.2 

1.5 

1.0 

58.3 

44.8 

66.8 

32.6 

22.7 

4.4 

22.7 

24.1 

2.1 

0.4 

1.1 

1.0 

63.7 

37.0 

66.9 

45.8 

25.6 

3.7 

20.9 

21.7 

1.2 

0.4 

0.6 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80%

１．できるだけ手作りにする

２．いろいろな食材を利用する

３．栄養のバランスを考える

４．食品の品質・安全性を確かめる

５．子どもと一緒に作る機会を持つ

６．料理方法を学ぶ

７．行事食や旬の食材を取り入れる

８．うす味をこころがける

９．調理時間を短縮するため惣菜や

インスタント食品を利用する

10．その他

11．特になし

不明・無回答

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

平成20年（N=1,726）

９．調理時間を短縮するため惣菜や

インスタント食品を利用する

  イ 家族の食事作りで，工夫している（しよう）と思うこと（問 31） 

    「栄養のバランスを考える」が６割を超えて最も多く挙がっており，次いで

「できるだけ手作りにする」，「いろいろな食材を利用する」の順で多く挙げ

られています。 
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18.2 

19.1 

21.9 

54.6 

55.0 

54.3 

23.0 

22.6 

20.3 

3.4 

2.7 

3.2 

0.9 

0.6 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成30年（N=1,327）

平成25年（N=1,725）

平成20年（N=1,726）

１．楽しくできる ２．まあまあ楽しくできる

３．あまり楽しくできない ４．楽しくできない

不明・無回答

  ウ 食事作りが楽しくできるか（問 32） 

    「楽しくできる」と「まあまあ楽しくできる」の合計が７割を超えています。 

    「あまり楽しくできない」と「楽しくできない」の理由としては，「面倒だ」

と「時間がない」の割合が高くなっています。 

 

【食事作りが楽しくできるか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「あまり楽しくできない」「楽しくできない」理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.0 

11.4 

13.1 

52.9 

4.0 

58.6 

2.3 

13.7 

2.3 

46.8 

20.2 

14.4 

52.1 

3.9 

53.0 

6.4 

10.8 

0.2 

50.2 

19.2 

10.8 

49.3 

1.7 

31.8 

1.2 

6.7 

0.0 

0% 20% 40% 60%

１．上手に作れない

２．料理方法がわからない

３．作ったものを家族が残す

４．時間がない

５．買ってきたほうが経済的と思う

６．面倒だ

７．食事に興味がない

８．その他

不明・無回答

平成30年（N=350） 平成25年（N=436） 平成20年（N=406）
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23.4 

47.0 

37.4 

0.8 

2.3 

6.5 

31.1 

7.0 

19.5 

21.4 

50.0 

43.4 

0.9 

2.0 

5.8 

30.5 

8.9 

20.7 

0% 20% 40% 60%

１．歯の生え方

２．歯並び・かみ合わせ

３．むし歯

４．舌や口の中の粘膜

５．歯や歯ぐきの色

６．歯ぎしり

７．歯みがき

８．おやつ

９．フッ素

平成30年（N=1,327） 平成25年（N=1,725）

17.3 

4.1 

3.8 

5.4 

3.2 

6.3 

1.7 

9.0 

1.4 

16.7 

4.3 

5.4 

4.9 

1.1 

10.9 

1.1 

0% 20% 40% 60%

10．指しゃぶり

11．おしゃぶり

12．歯科治療

13．かまない

14．いつも口を開いている

15．口臭

16．その他

17．特になし

不明・無回答

  エ 子どもの歯と口について知りたいことや心配なこと（問 36） 

    「歯並び・かみ合わせ」が最も高く，次いで「むし歯」「歯みがき」の順で

多く挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「14．いつも口を開いている」「15．口臭」は平成 30年のみの選択肢 
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育
児
期 

妊
娠
期 

4.2 

3.4 

4.4 

3.8 

2.9 

3.0 

1.7 

4.5 

3.8 

2.1 

90.3 

58.1 

21.4 

22.8 

50.8 

56.9 

87.4 

21.3 

29.9 

55.5 

2.9 

19.8 

54.3 

54.5 

32.9 

4.7 

4.6 

45.2 

46.0 

32.8 

2.6 

18.7 

19.8 

19.0 

13.5 

35.4 

6.3 

28.9 

20.3 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=1,327）
Ⅰ 知らない Ⅱ 利用したことがある

Ⅲ 知っているが利用したことがない 不明・無回答

①妊婦健康診査受診券

②こんにちはプレママ事業
（妊婦訪問）

③成人・妊婦歯科相談

④子どもはぐくみ室でのプレ

ママ・パパ教室（両親教室）

⑤医療機関でのプレママ・

パパ教室（両親教室等）

⑥産婦健康診査受診券

⑦こんにちは赤ちゃん事業

（新生児等訪問指導事業）

⑧乳幼児歯科相談

⑨ふれあいファミリー食セミナー

「離乳食講習会」

⑪児童館・保育園・つどいの

広場等の子育て講座・交流会等

 ⑼ 母子保健に関連するサービス等の利用状況について 

  ア サービス等の認知及び利用状況（問 38） 

    「利用したことがある」の割合が高い事業は，「妊婦健康診査受診券」と「こ

んにちは赤ちゃん事業（新生児等訪問指導事業）」であり，それぞれ約９割と

なっています。 

    「知っているが利用したことがない」の割合が高い事業は，「子どもはぐく

み室でのプレママ・パパ教室（両親教室）」と「成人・妊婦歯科相談」であり，

それぞれ５割台半ばとなっています。 

 

【認知及び利用状況（［⑩乳幼児健康診査］を除く）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※［⑥産婦健康診査受診券］は平成 29年４月１日以降に出産された方が対象 
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妊
娠
期 

育
児
期 

64.5 

52.5 

44.0 

51.0 

53.7 

71.1 

59.9 

46.6 

55.4 

45.8 

56.3 

29.4 

44.9 

52.1 

45.4 

45.0 

27.3 

37.9 

51.9 

42.3 

35.7 

40.6 

6.1 

2.6 

3.9 

3.6 

1.3 

1.6 

2.2 

1.4 

2.3 

4.6 

3.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

13.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=1,198）

（N=771）

（N=284）

（N=302）

（N=674）

（N=755）

（N=1,160）

（N=283）

（N=397）

（N=1,327）

（N=736）

２．満足 ３．普通 ４．不満 不明・無回答

①妊婦健康診査受診券

②こんにちはプレママ事業
（妊婦訪問）

③成人・妊婦歯科相談

④子どもはぐくみ室でのプレ

ママ・パパ教室（両親教室）

⑤医療機関でのプレママ・

パパ教室（両親教室等）

⑥産婦健康診査受診券

⑦こんにちは赤ちゃん事業

（新生児等訪問指導事業）

⑧乳幼児歯科相談

⑨ふれあいファミリー食セミナー

「離乳食講習会」

⑩乳幼児健康診査

⑪児童館・保育園・つどいの

広場等の子育て講座・交流会等

  イ サービス等の満足度（問 38） 

    「満足」の割合が高い事業は，「妊婦健康診査受診券」と「産婦健康診査受

診券」であり，それぞれ７割前後となっています。 

    「普通」の割合が高い事業は，「成人・妊婦歯科相談」と「乳幼児歯科相談」

であり，それぞれ約５割となっています。 

    「不満」は全てにおいて１割に満ちません。 

 

【利用したことがある方の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※［⑥産婦健康診査受診券］は平成 29年４月１日以降に出産された方が対象 


